
ナ
カ
ヰ
ロ
ヲ
シ
ヨ

Z
ヨ
ウ
ジ
ン
シ
ヤ
キ
中
居
六

所
明
神
社
記
一
加
。

飢
京
都
中
限
利
の
箆
土
榊
六

町
明
副
仰
の
級
起
で
あ
る
が
、
附
命
日
の
設
が
多
く
副
首
か

れ
て
ゐ
る。

ナ
カ
ヲ
中
尾

河

北
加
五
ヶ
庄
に
回
附
す
る
押印
宮町。

ナ
カ
ヲ

中
尾

臥
京
都
怖
比
庇
に
印
刷
す
る
郁
古
川
。

明
治
中
に
京
h

ツ
西
中
厄
と
改
抑
制
し
た
。

ナ
カ
ヲ
中
尾

関
主
掛
川
原
則
郷
に
関
す
る
部

wm
。
明
治
中
に
主
り
、
束
中
尉
と
改
め
た
。

m叫
剛
風
日
以
の
地
に
、
拠
印
刷
大
明
耐
の
大
枇
あ

b
。

祭
格
的
昨
年
三
月
十
抗
日

・寸・
六
日
也
。
此
の
祉
は
-Y
ん

は
隣
村
の
饗
の
部
民
に
自
の
入
と
て
深
き
入
江
あ

り
。
此
所
に
あ
0
し
を
移
し
帯
。
し
也
。
』
と
あ
る
。

ナ
ガ
ヰ
マ
サ
ヨ
シ

一北井
正
一
一
良
泊

m併
七
郎
・線

総
。
父
は
京
桜
刑
郊
の
家
隠

o
m治
二
年
附
凶
綱
紀

に
召

mさ
れ
、
延
百
三
年
御
歩
町
役
御
中
小
将
器
開

に
任
じ
、山
内
怨
印
刷
の
時
一見
椴
抗
年
・飛
郡
高
山
に
成
し
、

引
い
で
定
番
阪
を
終
て
、
貸
永
六
年
胎
二
千
五
百
石

人
持
制
に
進
み
、
川
副
官
悠
附
と
な
り
、
円
↑
保
五
年

十
月
廿
八
日
七
十
八
併
を
以
て
夜
。
子
孫
剥
綴
い
で

滞
に
仕
へ
る
。

ナ
カ
ヰ
Z
ナ
ミ

中
居
南

風
車
川
南
柏
郷
に
邸

す
る
郊
躍
的
。
天
文
一苅
年
七
且
の
諸
初
六
郷
市
問
北
酬
明
敏

散
文
に
は
中
引
悶
の
文
守
中
、問
ひ
て
ゐ
る
o
J
ナ
カ

一

-

3

e

B

3

叶

叶

叫

川

町

u

・4

之
を
許
し
た
と
あ
る
が
、
こ
a
A

に
排
限
と
い
ふ
は
三

一

布
術
門
の
こ
と
で
、
持
力
あ
る
を
以
て
し
か

mせ
ら

一

れ
た
の
で
あ
る
。
天
正
十
年
前
川
利
家
の
行
動
山
を

一

孜
照
し
た
時
、
三
右
衛
門
均
に
馳
悲
し
、
イ
月
中
引

一

拍
方
之
内
市
拾
似
を
給
せ
ら
れ
た
が
、
元
利
二
年
二

一

代
三
右
術
門
の
川
、
同
村
階
方
罰
右
印
刷
門
の
扶
持
が

一

J
t
V
1
山
川
な
る
を
以
て
、
之
と
同
列
と
し
て
抗
依
を
誠

一

ぜ
ら
れ
た
。
初
代
三
右
衛
門
以
後
日
に
イ
判
の
般
に

一

目
。
、
そ
の
れ
と
共
に
扶
持
を
似
へ
た
。

一

ナ
カ
ヰ
ノ
ナ
ナ
ウ
ラ
ナ
ナ
イ
リ
中
居
の
七
浦
七

一

入

邸
主
榔
中
間
六
腕
別
榊
把
に
そ
の
地
の
舟
肪
を

一

記
し
て
七
捕
七
入
と
す
る
。
七
捕
は

ιhum
-布
政
相
・

一

狼
出
浦
・於制
H

作
浦
和
凶
の
捕
・品
の
揃
・甲
山
保
洲
、

一

七
入
は
仰
の
入
・
断
の
入

巾
の
入
・
裂
の
入
・
内
の
一

入
・拠
の
入
・汐
干
の
入
で
あ
る
。

一

ナ
カ
ヰ
ハ
ツ
ケ
イ
中
居
八
長
邸
主
川
柳
小
川
附

一

近
の
は
川
勝
、
帰
射
夕
刊
μ
・
大
掛
川
町
郎
・
ル
山
村
附
胤
・雨

一

ナ
カ
ヰ
ロ
タ
シ
ヨ
Z
ヨ
ウ
ジ
ン
中
居
六
所
明
紳

村
山
山
帆
・出
比
許
制

-mM附
枚
月
・川
比
四世
附
・奥
保
持

一
関
奈
川
巾
間
的
ハ
巾
町
北
〉
の
康
土
利
で
あ
る
。
能
鷲
誌

ぷ
な
い
ふ
。

一
に

『
巾
糾
北
利
の
氏
耐
は
J

ハ
所
大
明
耐
と
て
、
跡
中心

ナ
ガ
ヰ
ヒ
ョ
ウ
エ
モ
ン

一
水
井
兵
右
衛
門

前
川

一
一
岬
桜
氏
、
別
仰
は
地
一耐
寺
と
て
良
一司
祭
也。
』
と
あ

利
家
に
引
へ
て
融

f
討
を
栄
け
、
後
内
回
日
目
以
作
入
月

し
旬
、
耐
干
の
市
守
が
一
市
す
如
〈
、
式
内
制
杉
伊
一旦
不

利
口
択
の
大
型
一
守
政
同
刊
に
佐
ひ
、
税
問
し
て
制
限
し
た
。

一
兆
咋
耐
一
枇
た
る
こ
と
を
引
川
町
し
た
も
の
L

一
つ
で
、

子
沼
田
附
に
川
裂
す
る
。

一
今
付
制
悦
を
耐
杉
伊
一日
平
比
時
制
批
と
郡
し
て
ゐ

ナ
カ
ヰ
ヒ
ヨ
シ
シ
ヤ
中
居
日
吉
社

副
主
榔
中

一
る。

阿
南
の
漆
土
利
で
あ
る
。
能
積
誌
に

『
巾
民
間
利
の

一

氏
訓
は
山
一
土
縦
割
に
て
、
榊
中
士
凶
柳
氏
。
別
枠
川
は
凶

一

一ゴ院
・制
腎
院
・謹
む
院
・月
党
院
問
ヶ
山
守
年
怒
り
也
。』
一

と
も
見
え
、
こ
れ
ら
枇
仰
の
惣
名
は
日
吉
山
安
妥
寺

一

で
あ
っ
た
。
明
治
問
十
年
十
一
月
阿
部
前
な
る
拠
涼

一

比
時
刻
祉
を
併
合
し
た
。
そ
の
拠
卸
比
咋
制
抑
制
は
筒

一

て
延
拘
式
前
山
口
似
郎
総
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
主
政

一

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
阿
よ
り
何
の
県
械
が
あ
っ
た

一

わ
け
で
は
な
い
。
能
殺
省
跡
芯
に、
『
雨
門中
居
間
〉
の

一

ナ
カ
l

ナ
コ

と
が
臼
比
え
る
。

ナ
ギ
ハ
h
F

耳障
畑

白
山
山
地
の
川
作
地
併
で
は
、

姉
削
の
耕
作
が
行
は
れ
る
。
そ
の
方
法
は
、
ム
ツ
シ

印
ち
一
旦
磁
釧
に
供
せ
ら
れ
た
後
多
年
放
出
蛇
せ
ら
れ

た
土
地
、
又
は
山
林
白
紙
木
を
枚
の
頃
伐
倒
し
、
長

ナ
ガ
ヲ

長
尾

珠
洲
郁
木
川
出
郷
に
鴎
す
る
部
首
問
。

-
さ
一
米
併
に
し
て
枯
ら
し
た
の
を
地
上
に
加
ぺ
、
匁

ナ
ガ
ヲ
ガ
ン
ソ
ウ
長
尾
田
町
窓

鳳
司
会
湖
南
時
附
一
年
一
合
対
米
か
ら
六
月
初
の
快
附
に
火
を
か
け
る
。
若

の
人
で
あ
る
。
幼
名
幸
次
郎
、
後
九
庇白拙
・
三
郎
年

一
し
芥
阪
な
ら
ば
一
一
組
問
詐
り
前
に
“別
っ
て
茨
く
の
で

と
取
し
た
。
夙
に
務
笥
玄
岳
に
従
う
て
儒
慢
を
思
ぴ
、
一
あ
る
。
そ
の
肢
の
残
さ
れ
た
所
へ
直
に
純
子
を
時
き
、

迭
に
笈
を
大
坂
に
向
う
て
簡
を
習
ひ
、
父
京
都
に
行

一
地
叫
悼
の
良
好
な
加
で
付
税
袋
・
府
・別措
・
大
一段
小
限

き
て
劉
石
秋
に
尽
を
修
め
、
後
削
出
郷
し
て
刀
幸
町
を
栄

一
等
を
愉
作
し
て
r
A
六
年
間
綴
約
す
る
が
、
劣
川
出
な
土

と
し
、
傍
ら
公
般
に
勤
め
、
明
治
二
十
三
年
二
月
r
J

一
地
で
は
一
年
限
り
で
止
め
る
。
そ
の
後
文
十
年
乃
主

十
二
践
で
授
。

一
四
十
年

政
挺
し
て
次
の
ム
ツ
シ
と
な
る
を
待
つ
。

ナ
ガ
ヲ
チ
ケ
イ

長
尾
智
昏

珠
洲
郡
引
砂
民
宗

一
一
ヶ年

一
戸
の
焔
仰
は

五
ア
ー
ル
か
ら
一
五
ア
!
ル

東
波
浮
制
寺
十
一
代
務
般
の
刻
。
一
界
舎
と
蹴
し
た
。

一
で
あ
る
。

文
政
六
年
山
同
情
院
滋
結
締
附
の
門
に
入
り
、
政
司
に

一

ナ
ゴ
シ
シ
イ
チ
名
越
恩

一

金
聞
の
例
入
。
仰

泌
み
、明
治
八
年
十
泊
十

一
日
六
十
九
肢
を
以
て
寂
。

一
陰
糾
二
代
を
謎
ぎ
、
後
山
め
て
仰
陰
会
と

mし
た
が
、

法
名
開
良
四
国
。

一
そ
の
訂
仰
を
得
ぬ
。

ナ
ガ
ヲ
ヤ
マ

長
尾
山

岡
宇
一
仰
山
上
部
訴
か
ら

一

ナ
ゴ
シ
シ
ヤ
奈
古
司
社

臥
雨
情
桜
山
中
に
校
る

東
方
に
在
る
山
。
山
吉
川
川
上
測
定
三
岡
山

O
米
。
地
伐

一
訓
制
。
も
と
は
南
北
司
笛
と
引
い
て
ナ
ゴ
シ
と
訓
ん

削
石
安
山
岩
。

一
で
町
た
と
い
」
が
、
そ
の
刷
出
闘
は
判
ら
ぬ
O

H
布
市
が

ナ
ギ
ナ
生
ザ
カ

長
刀
抜

凶
京
榔
稲
刈
に
在
る
。

一
天
文
の
M

引
は
市
出
郷
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
ヂ
を
川

能
稜
誌
に
、『
利
家
公
笥
凶
御
波
向
の
時
、
的
同
州
八
附

一
ひ
た
の
で
あ
ら
う
と
す
る
税
も
あ
る
O

川
umに
は
こ

枇
仰
の
内
、
石
動
山
に
奥
力
せ
し
も
の
あ
り
。
長
刀

-
の
外
山
正
・制
首
・少一

s=証
が
あ
っ
た
が
、
附
の
こ

に
て
御
成
敗
あ
り
し
と
ぞ
0
』
と
把
寸
る
o

祉
は
明
治
巾
奈
古
司
耐
に
併
合
せ
ら
れ
た
。
少
彦
副

は
そ
れ
よ
り
前
に
燦
減
し
た
の
で
あ
ら
う
。

4・

ナ

カ

ヲ

中
尾

珠
洲
郡
大
谷
の
内
の
小
字
。

ナ
ガ
ヲ

長
尾

凪
主
都
中
町
野
郷
に
図
ず
る
部

昨
日
。
能
穀
名
跡
芯
に
、『
長
尾
村
に
昔
弘
法
大
附
凪
一

へ

給
ふ
た
ば
こ
の
騒
と
て
、
燃
草
の
名
物
あ
り
。
』
と
あ

る。

圃

ナ
ゴ
シ
ト
キ
カ
ネ
名
越
時
策
恕
武
二
年
他
候

同
時
の
弟
時
間
(
、
西
川
寺
大
納
言
公
宗
に
勧
め
て
、

前
代
の
勢
力
阿
彼
を
採
る
こ
と
を
策
し
た
が
、
公
宗

は
之
に
m
H
し
、
時
興
を
京一
附
の
将
と
し
て
織
内
の
兵

を
似
促
し
、
そ
の
酬
明
時
行
を
関
東
の
将
と
し
て
巾
伺

武
剥
の
勢
を
一
部
ゐ
、
X
名
越
太
郎
時
鍛
を
北
川
の
腕

と
し
て
越
中
・能
積
・加
到
の
ほ
を
帥
閉
鎖
せ
し
め
ん
と

六
ニ

一

ナ
キ
ネ
ン
ブ
ツ
泣
念
傍

由
民
宗
束
振
に
起
っ
た

泣
念
仰
と
い
ふ
の
は
、
ど
う
し
た
尽
か
明
ら
か
に
知

り
縫
い
が
‘
敬
喜
感
知
，
の
磁
波
初
す
る
如
き
節
制酬で

念
仰
を
明
へ
た
こ
と
か
と
思
は
れ
る
。
こ
れ
は
法
令

の
談
ず
る
防
で
な
い
が
、
常
軌
を
泌
す
る
と
も
い
は

れ
る
か
ら
、
寛
文

・
延
間
以
の
附
引
に
一
た
び
停
止
し
た

の
で
あ
る
が
、
向
終
処
し
な
か
っ
た
か
ら
、
元
職
五

年
墜
に
能
育
一
聞
に
射
し
て
厳
に
禁
令
を
渡
し
た
こ


